
下
水
道
の
上
手
な
使
い
方

停
電
時
の
お
願
い

～
電
気
で
動
く
機
械
～

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を

配
布
し
て
い
ま
す

　

快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
に
は
、

施
設
の
維
持
管
理
が
と
て
も
重
要
で

す
。
下
水
道
管
が
詰
ま
る
と
排
水
口
や

汚
水
マ
ス
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が

あ
ふ
れ
だ
し
、
周
辺
環
境
が
不
衛
生
に

な
り
ま
す
。下
水
道
の
使
用
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

台
所

〇�

食
用
廃
油（
天
ぷ
ら
油
、
サ
ラ
ダ
油
）

は
新
聞
紙
や
布
き
れ
な
ど
に
し
み
込

ま
せ
る
か
、
凝
固
剤
で
固
め
て
燃
え

る
ご
み
に
出
す
よ
う
に
し
て
、
下
水

道
に
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〇�

調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
な
ど
の
生
ご

み
は
燃
え
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
可
能
で
あ
れ
ば
肥
料
と
し
て
活

用
く
だ
さ
い
。

ト
イ
レ

〇�

し
尿
以
外
は
流
せ
ま
せ
ん
。新
聞
紙
、

タ
バ
コ
、
紙
オ
ム
ツ
、
タ
オ
ル
、
ガ

　
汚
水
は
下
水
道
管
を
流
れ
、
下
水
処

理
場
に
集
め
ら
れ
ま
す
。
多
く
は
勾
配

を
利
用
し
て
い
て
自
然
に
流
れ
て
い
き

ま
す
が
、
勾
配
が
足
り
な
か
っ
た
り
、

逆
に
勾
配
が
つ
い
て
い
る
所
に
は
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
と
呼
ば
れ
る
汚
水
を
送

り
出
す
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

停
電
す
る
と
ポ
ン
プ
が
動
か
な
く
な
り

ま
す
。
停
電
時
に
多
く
の
汚
水
が
流
れ

る
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
所
か
ら
汚

水
が
先
へ
流
れ
ず
、
地
表
等
に
汚
水
が

あ
ふ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
長
時
間
停
電
が
続
く
際
は
、
下
水
の

利
用（
ト
イ
レ
・
台
所
等
）を
控
え
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
特
に
浴
槽
の
水
は
流
さ
な
い
で
下

さ
い
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
し

て
、
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
描

か
れ
た
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
し
て
い
る
カ
ー
ド
は
１
種
類
で
、

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
は
市
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

配
布
場
所　
丹
波
篠
山
市
役
所　
本
庁

舎
２
階　
経
営
企
画
課

配
布
時
間　
開
庁
日
の
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で

詳
し
く
は
丹
波
篠
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
く
ら
し
・
手
続
き

→
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

を
配
布
し
て
い
ま
す
！

ム
、
ナ
イ
ロ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
、
避
妊

具
、
生
理
用
品
な
ど
の
異
物
は
流
せ

ま
せ
ん
。

〇�

必
ず
水
に
溶
け
る
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
は
流
せ
ま

せ
ん
。

洗
濯
・
洗
面
所

〇�
洗
濯
は
リ
ン
を
含
ま
な
い
洗
剤
や
石

鹸
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
洗
剤
は
使

用
量
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇�

排
水
口
か
ら
髪
の
毛
や
ヘ
ア
ピ
ン
、

キ
ャ
ッ
プ
類
、
紙
切
れ
な
ど
が
流
入

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

〇�

農
薬
な
ど
の
薬
品
は
流
せ
ま
せ
ん
。

下
水
処
理
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
微
生
物
に
有
害
で
あ
り
、
処
理
能

力
の
低
下
や
停
止
を
招
き
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
ど
の

く
ら
い
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
市
内
の
小
学
校
４
年

生
を
対
象
に
行
っ
て
い
る

水
道
の
出
前
授
業
で
受
け

た
質
問
で
す
。

①
川
の
水
か
ら
飲
め
る
水

に
な
る
ま
で
何
時
間
か
か

る
の
？

②
市
内
の
水
道
管
の
距
離

は
何
㎞
？

③
大
人
１
人
が
１
日
で
使

用
す
る
水
道
水
っ
て
ど
の

く
ら
い
？

④
カ
ル
キ
臭（
消
毒
臭
）が

す
る
の
は
な
ぜ
？

⑤
水
道
水
１
ℓ
つ
く
る
の

に
い
く
ら
か
か
る
の
？

料金のお支払い・各種手続きは料金コーナーで　☎ 552-1701
株式会社ファノバ神戸営業所に事業委託しています

水道管更新工事

　
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
道

施
設
は
近
年
、
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
丹
波
篠
山
市
で
は
、
常
時
水
を
送
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
老
朽
化
し
た
水

道
管
の
更
新
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
で
は
、
西
紀
・
丹
南
地
区

の
一
部
で
、
40
年
以
上
経
過
し
た
水
道

管
、
約
1.8
㎞
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
水
道
管
は
強
度
や
柔
軟
性
に

優
れ
、
地
震
に
も
強
い
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
計
画
的
に
更
新
工
事
を
行
っ

て
、
安
全
な
水
道
水
を
皆
さ
ん
に
お
届

け
し
ま
す
。

？

た
ん
ば
さ
さ
や
ま
の
水
道
・
下
水
道
令
和
４
年

７
月
21
日
発
行

【
発
行
・
編
集
】
丹
波
篠
山
市
上
下
水
道
部

〒
６
６
９ｰ

２
３
９
７ 

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
北
新
町
41
番
地
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７
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５
５
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５
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TELFAX

広報紙から抜き取って
お使いください

たんばたんば
ささやまささやまのの水水

す い ど うす い ど う

道道・・下下
げ す い ど うげ す い ど う

水道水道



水道事業

下水道事業

収益的収支
（水道施設の維持管理等を行うための収支）

収益的収支
（下水道施設の維持管理等を行うための収支）

資本的収支
（新たな水道施設の整備や既存施設の更新のための収支）

資本的収支
（下水道施設の整備や既存施設の更新のための収支）

令
和
４
年
度
予

算
を
お
知
ら
せ

し
ま
す

　

安
心
・
安
全
な
水

道
水
を
安
定
し
て
お

届
け
す
る
た
め
の

更
新
工
事
を
主
に
行

い
ま
す
。
水
道
水
を

作
っ
て
い
る
後
川
浄

水
場
や
、
県
水
を
送

る
今
田
加
圧
所
で

は
、
古
く
な
っ
た
機

器
の
更
新
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、波
賀
野
、

乗
竹
、
打
坂
、
小
坂
、

倉
本
の
各
地
区
で
は

耐
用
年
数
を
経
過
し

老
朽
化
し
て
い
る
水

道
管
を
新
し
く
す
る

工
事
を
行
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
傾
向

に
伴
い
水
道
事
業
の

経
営
は
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
い
つ
で
も

安
全
な
水
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
引
き

続
き
健
全
か
つ
効
率

的
な
経
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

【税抜き】

【税抜き】

【税込み】

【税込み】

　

快
適
な
生
活
環
境

を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
本
年
度
は
、
下

水
道
施
設
を
長
く
安

定
し
て
使
う
た
め
の

更
新
工
事
（
長
寿
命

化
事
業
）
や
コ
ス
ト

削
減
の
た
め
の
統
廃

合
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

長
寿
命
化
事
業
で

は
、
篠
山
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
機
器
や

篠
山
処
理
区
の
劣
化

し
た
管
路
、
西
部
処

理
区
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
場
設
備
な
ど

の
更
新
工
事
を
行
い

ま
す
。
統
廃
合
事
業

で
は
、
公
共
下
水
道

事
業
計
画
の
変
更
策

定
を
行
い
ま
す
。
下

水
道
事
業
の
経
営
は

厳
し
い
状
態
に
あ
り

ま
す
が
、
安
定
し
た

下
水
道
事
業
を
運
営

し
て
い
く
た
め
に
計

画
的
に
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

※1 減価償却費…建設した施設が古くなり価値が減少する分を費用化したもの。
※ 2 �長期前受金戻入…施設等を建設する際に財源とした補助金等を長期前受金に計上し、減価償却費に

対応して収益化するもの。
（長期前受金戻入も減価償却費も実際の資金の増減はありません）

当年度純利益
1億3,444万円

施設を維持し水道水
を配るための費用
8億1,116万円

減価償却費（※1）
9億4,553万円

支出
19億3,547万円

水道料金
11億5,713万円

一般会計繰入金
4億8,209万円

長期前受金戻入
（※2）3億7,718万円

収入
20億6,991万円

資産減耗費
506万円

借入金利息
1億7,372万円 その他

5,351万円
水道施設の整備
・更新費用
2億1,216万円

借入金の返済
8億1,338万円

支出
10億2,554万円

収支不足分
（補てん財源）
8億4,237万円

収入
1億8,317万円

借入金
1億7,470万円

負担金等
847万円

当年度純利益
1億5,725万円 施設を維持し下水を

処理するための費用
6億6,980万

減価償却費（※1）
16億9,898万円

支出
27億1,461万円

下水道使用料
5億6,873万円

一般会計繰入金
15億8,938万円

長期前受金戻入
（※2）7億268万円

収入
28億7,186万円

その他
976万円

借入金利息
3億19万円

資産減耗費
3,588万円

その他
1,107万円

下水道施設の整備
・更新費用
2億4,730万円

借入金の返済
21億3,547万円

支出
23億8,277万円

収支不足分
（補てん財源）
12億4,525万円

借入金
9億4,560万円

収入
11億3,752万円

出資金
1億411万円

負担金等
750万円

国庫補助金
8,031万円

　表紙の答え
①西新町浄水場の場合、約６時間かかります。
②�市が所有している水道管は約665㎞ありま
す（令和２年度末）。

③�約300ℓです。お風呂に一番水を使います。
④法律で定められた殺菌用の塩素の匂いです。
⑤１ℓあたり約0.4円です。

上下水道管路の主要な水管橋の
点検を実施しました。
　令和３年10月３日に和歌山市で発生した
水管橋崩落事故を受け、令和３年10 ～ 12
月にかけて丹波篠山市内の上下水道管路の主
要な水管橋127箇所の目視点検を実施しまし
た。上水道67箇所、下水道60箇所を点検し
た結果、上水道では、錆などにより修繕が必
要な水管橋が３箇所あり２箇所の修繕が完了
し、残りの１箇所については修繕対応中です。
また、下水道では修繕の必要な不具合箇所は
確認されませんでした。

宅内漏水早期発見のために
　宅内（水道メーターから蛇口側）で水が漏れているかど
うかは、水道メーターで調べることができます。水道水
を使っていないのに、水道メーターの中にあるパイロッ
ト（銀色のコマ）が回っているときは、水道メーターから
蛇口までの間で水が漏れています。

　修理は市指定の給水装置工事業者（市ホーム
ページの上水道課を参照）に依頼してください。
※調査・修理代などは自己負担です。

水道装置管理区分図


